
市
民
生
活
構
造
動
向
研
究
会
メ
ン
バ
ー
（
五
年
度
）

　
臼
見
　
好
生
　
野
村
総
合
研
究
所
社
会
生
活
研
究
部
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
室
室
長

　
井
上
　
浩
嗣
　
野
村
総
合
研
究
所
社
会
生
活
研
究
部
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
室

　
園
生
　
賢
一
　
野
村
総
合
研
究
所
社
会
生
活
研
究
部
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
室

　
横
松
　
四
郎
　
企
画
財
政
局
企
画
調
整
室
調
査
担
当
部
長

　
古
畑
　
正
孝
　
企
画
財
政
局
企
画
調
整
室
調
査
担
当
課
長

　
高
橋
　
三
男
　
企
画
財
政
局
企
画
調
整
室
調
査
担
当
係
長

　
加
藤
　
勝
彦
　
企
画
財
政
局
企
画
調
整
室
調
査
担
当

市
民
生
活
構
造
動
向
研
究
会
メ
ン
バ
ー
（
六
年
度
）

　
臼
見
　
好
生
　
野
村
総
合
研
究
所
社
会
生
活
研
究
部
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
室
室
長

　
井
上
　
浩
嗣
　
野
村
総
合
研
究
所
社
会
生
活
研
究
部
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
室

　
園
生
　
賢
一
　
野
村
総
合
研
究
所
社
会
生
活
研
究
部
白
活
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
室

　
中
丸
　
　
宏
　
企
画
局
調
査
担
当
部
長

　
五
島
　
哲
男
　
企
画
局
政
策
部
調
査
課
長

　
安
楽
岡
信
夫
　
企
画
局
政
策
部
調
査
課
担
当
係
長

　
加
藤
　
勝
彦
　
企
画
局
政
策
部
調
査
課

庁
内
ヒ
ア
リ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
（
五
年
度
）

　
土
井
良
多
江
子
　
神
奈
川
区
福
祉
課
福
祉
援
護
係

　
安
田
　
　
　
雅
　
西
区
福
祉
課
福
祉
援
護
係

　
岡
田
　
　
朋
子
　
中
区
福
祉
課
福
祉
援
護
係

　
藤
沢
　
　
順
子
　
南
区
福
祉
課
福
祉
援
護
係

　
矢
野
　
　
　
亮
　
民
生
局
み
ど
り
母
子
寮

　
須
藤
　
八
千
代
　
民
生
局
と
き
わ
学
園

　
山
本
　
　
文
子
　
衛
生
局
港
湾
病
院
医
事
課

　
橋
本
　
　
黎
子
　
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
相
談
グ
ル
ー
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

庁
内
ヒ
ア
リ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
（
六
年
度
）

　
土
井
良
多
江
子
　
神
奈
川
区
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
係

　
藤
沢
　
　
順
子
　
南
区
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
係

　
岡
田
　
　
朋
子
　
緑
区
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
担
当
係
長

　
矢
野
　
　
　
亮
　
福
祉
局
み
ど
り
母
子
寮

　
高
坂
　
　
洋
一
　
福
祉
局
三
春
学
園

　
須
藤
　
八
千
代
　
福
祉
局
と
き
わ
学
園

　
橋
本
　
　
黎
子
　
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
相
談
グ
ル
ー
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

本
号
の
主
な
参
考
文
献

　
（
１
）
経
済
企
画
庁
「
平
成
四
年
版

国
民
生
活
白
書
－
－
少
子
社
会
の
到

来
、
そ
の
影
響
と
対
応
」
（
一
九
九

三
年
）

　
（
２
）
厚
生
省
「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
（
一
九
九
三
年
）

　
（
３
）
厚
生
省
「
第
一
〇
回
出
生
動

向
基
本
調
査
」
（
一
九
九
三
年
）

　
（
４
）
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

「
都
道
府
県
別
未
婚
率
と
初
婚
年
齢

の
推
移
」
（
一
九
九
三
年
）

　
（
５
）
厚
生
統
計
協
会
「
国
民
の
福

祉
の
動
向
」
（
一
九
九
四
年
）

　
（
６
）
直
井
道
子
「
高
齢
者
と
家
族
」

サ
イ
エ
ン
ス
社
（
一
九
九
三
年
）

　
（
７
）
村
山
祐
一
「
保
育
園
は
ど
う

変
わ
る
べ
き
か
」
ひ
と
な
る
書
房

（
一
九
九
三
年
）

　
（
８
）
岡
滞
憲
芙
・
奥
島
孝
康
編

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
」
早
稲
田

大
学
出
版
部
（
一
九
九
四
年
）

　
（
９
）
藤
岡
純
一
編
「
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
生
活
者
社
会
」
青
木
書
店
（
一

九
九
三
年
）

　
（
1
0
）
横
浜
市
企
画
財
政
局
「
横
浜

市
民
意
識
調
査
‐
－
特
集
・
：
家
族
・

家
庭
に
つ
い
て
」
（
一
九
九
四
年
）

　
（
1
1
）
横
浜
市
企
画
財
局
「
調
査
季

報
一
一
五
号
」
（
一
九
九
三
年
）

　
（
1
2
）
横
浜
市
市
民
局
「
資
料
集

横
浜
の
女
性
1
9
9
3
」
（
一
九
九

三
年
）

あ
と
が
き

　
本
号
は
、
平
成
五
年
度
・
六
年
度

の
市
民
生
活
構
造
動
向
基
礎
調
査

「
家
族
形
態
・
家
族
機
能
の
変
化
の

要
因
と
そ
の
影
響
、
社
会
の
対
応
」

の
調
査
結
果
を
中
心
に
、
「
多
様
化

す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
」
と

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

機
能
も
大
き
く
変
化
し
、
多
様
化
し

て
き
て
い
る
。
多
様
化
し
た
現
在
の

家
族
が
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

多
様
化
し
て
い
る
現
実
を
把
握
す
る

こ
と
が
、
ま
ず
大
事
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
上
で
、
個
人
個
人
が
、
や
む

を
得
な
い
選
択
で
は
な
く
、
自
分
の

意
思
で
生
き
方
を
決
め
ら
れ
る
条
件

整
備
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
施

策
を
進
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
、
現
在

の
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

ろ
う
。
特
集
テ
ー
マ
を
「
多
様
化
す

る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
」
と
し
　

て
ま
と
め
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
報
告
に
つ
い
て
は
、
庁
内
関
連
部

署
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
し
た
。

　
家
族
も
歴
史
的
な
存
在
で
あ
り
、

現
在
の
姿
が
不
変
で
は
あ
り
え
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
て
…
　
　
へ
加
藤
）

　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自
由
に

意
見
を
発
表
し
討
論
す
る
行
政
研

究
誌
で
す
。
「
行
政
研
究
」
　
へ
の
投

稿
も
歓
迎
し
ま
す
。
研
究
の
概
要

を
Ａ
４
紙
三
枚
以
内
に
ま
と
め
て
、

企
画
局
政
策
部
調
査
課
ま
で
（
電

話
六
七
一
－
ニ
○
二
九
）
。

　
　
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
　
へ
も
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。
市
政
、
都
市
問
題
、

自
治
体
問
題
等
、
題
材
は
自
由
。

一
〇
〇
〇
字
以
内
。

調査季報122号・1995.3●54

　
市
民
生
活
構
造
動
向
調
査
は
、
平

成
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
平
成

四
年
度
の
調
査
結
果
は
、
市
民
生
活

構
造
に
関
す
る
動
向
と
課
題
・
解
決

方
向
を
整
理
し
、
調
査
季
報
一
一
五
号

「
横
浜
の
市
民
生
活
－
－
課
題
と
解

決
の
方
向
」
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
「
市
民
生
活
に
関
す
る

課
題
と
政
策
展
開
の
方
向
」
を
提
示

し
、
「
市
民
生
活
を
規
定
す
る
大
き

な
流
れ
」
と
し
て
「
市
民
生
活
の
基

本
的
属
性
の
変
化
と
新
た
な
政
策
ニ
ー

ズ
」
な
ど
五
点
を
あ
げ
た
。

　
こ
の
整
理
に
基
づ
き
、
平
成
五
年

度
か
ら
は
、
「
市
民
生
活
の
基
本
的

属
性
の
変
化
と
新
た
な
政
策
ニ
ー
ズ
」

の
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
、
変
化
の
著

し
い
「
家
族
」
を
取
り
上
げ
、
市
民

生
活
構
造
動
向
研
究
会
を
設
置
し
、

調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
。

　
調
査
の
概
要
、
調
査
結
果
の
概
要

は
「
１
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施

策
の
方
向
」
に
述
べ
て
い
る
通
り
で

あ
る
。
家
族
は
形
態
だ
け
で
は
な
く
、


